
子ども村事業内容 

① 主催団体 一般社団法人子ども村 
 

② 事業名 ：子ども村２０２４さるとび 
 

③ 開催期間：２０２４年８月７日（水曜日）１３時～２０２４年８月２０日（火曜日）１１時 
 

④ 開催地 ：大分｛都道府県｝中津｛市町村｝山国槻木 槻木公民館 

 

⑤ 開催目的： １）子どもの豊かな体験活動（生活、自然、文化、自治）を推進する           

２）子どもと青年と地域住民が異年齢の文化交流を通じて友情を育む           

３）子どもの生きる力に繋がる実践を記録する                  

 

⑥ 仕事内容：  【分野】【場所】  【具体的な作業内容】 

１（子ども）野外：長期のキャンプを子どもとともに生活し支援する。（健康・安全管理、準備片付） 

２（子ども） 野外：登山・川遊び・文化活動等 楽しく行えるように活動支援をする   

                             

⑦ 企画内容：〇自然体験：登山、川遊び    ○スポーツ   

○交流会：地域の盆踊りに参加 ○遠足/ハイキング 

 

⑧ 宿泊施設：廃校体育館・野外テント｛自炊・施設で用意｝ 寝袋｛持参・不要｝  

 

⑨ ボランティア募集人数など＝１５人  
 
⑩ 参加希望者は、「参加申込書・健康調査書」を提出すること   

 

⑪ ボランティアの名称は、あにま（イタリア語 アニマシオンに由来）と称する。 

 

⑫ 子どもの募集人員 28名（申込締め切り 7 月 20日）   

 

⑬ なお、募集定員に限りがあるため、早期の登録（「参加申込書・健康調査書」）をお願います。 

 

⑭ 事前に、別途資料、あにまの手引きを理解する努力をお願いしたい。 

 

一般社団法人子ども村の概要 

1994 年子どもの権利条約批准を受け、1995 年 8 月九州沖縄子どもの文化学校を設立し、現代の
子どもたちの成長にとって、あそびと直接体験の場が極めて重要であるとして、都城市助成第 1
回子ども村（9泊 10日）を開催、夏の長期自然体験活動をスタートした。その後、熊本県上益城
郡清和村、福岡県朝倉郡宝珠山村、杷木町、熊本県菊池市、大分県日田郡中津江村、日田市で継
続してきた。これまで 10 日から 5 週間のプログラムを毎年実施し、28 年間に 50 回 2,568 名の
子どもと青年が参加。子ども達には「子ども村の経験」が人生の大きな力となっている。また、 
子どもや若者を対象に、韓国やデンマークで、子ども村、スタディツアー等を展開してきた。 
目的  
子どもが地域を越え、異文化、異年齢のあそびや体験活動を通じ、仲間との友情や信頼を広げ、
自主性や 創造性を養い、生きる力、学ぶ力を獲得し、豊かな人間性を育むことをめざします。ま
た、地域の人々と連携し、 安全で豊かな子ども時代を過せるよう子どもの心身の成長を守り育む
社会環境づくりを進めます。 
構成  
役員事務局監事 6 名で構成。運営は、子ども村スタッフが参画し、多くのボランティアが協力。
子どもの自然体験活動と指導者養成、国際交流を柱に、継続的実施をめざし、2019 年 10 月事務
所を菊池市に移転、大分県、熊本県を中心に活動を実施中。代表理事柳田茂樹は、1972年より子
どもキャンプに参画し、1995年より 29年間子ども村の企画運営を担当してきた。 


